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　 生徒の授業評価と感想を中心として 　
大　津　展　子１・高　田　晶　子２
吉　野　　　聡３・内　田　雄　三４
Consideration About Selective Dance Class
 in the Junior High School
　 Through an Analysis of Student sʼ Class Evaluation and Free Description 　
Nobuko OTSU,Akiko TAKADA
Satoshi YOSHINO,Yuzo UCHIDA
要　　旨
　本研究では、中学校学習指導要領に従い、「よい体育授業」のための
指導要件を満たした中学校体育授業における選択制のダンス授業を実践
し、それらが子どもたちにとっての最大の学習目標である「できること
（achieving）」が達成されている「よい体育授業」であったことを生徒の
授業評価から検証することとし、それらを具体的に立証するため、教師と
生徒の感想の検討を行った。その結果、生徒の授業評価から「よい体育授
業」であったことが確認でき、「できること（achieving）」も達成されてい
ることが明らかになった。しかし、それらを達成するためには、教師の確
固たる指導力・学習目標を達成するための一貫した授業中の言葉かけ、精
緻な単元計画・授業計画が必須であることが示唆された。指導者は、選択
制の授業のため、現代的なリズムのダンスと創作ダンスを同じ比率で授業
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を行ったが、特に創作ダンスが生徒の動きがよく、指導すればするほど動
きがよくなったことを実感していた。作品づくりに関しては、はじめヒッ
プホップを選択したグループが多かったようだが、結局ロックと創作ダン
スやそれらの混合の作品になったようである。
キーワード：選択制ダンス授業、よい体育授業、教師の一貫した指導
Abstract
This study is dance class of junior high school physical education classes research. The 
dance class’s purpose is to achieve ‘effective physical education class’ and ‘achieving’. 
‘Achieving’ is the maximum objective for the ‘effective physical education class’. The 
purpose of this study is to examine the ‘effective physical education class’ and ‘achieving’ 
from Questionnaire to student and Impression. Result, this dance class is ‘effective 
physical education class’, students have evaluated ‘achieving’. Additionally, those who 
teach it do a consistent appeal concerning the content of study, necessary to hold the 
unit plan exquisitely. This unit plan done on average in Rhythm dance and Creative 
dance. In teacher's impression, students have exercised well in the Creative dance 
classes.
Key words: Dance classes of junior high school, effective physical education class, 
Consistent teacher action
1.緒言
　「よい体育授業」とは、「目標が達成され、学習成果が十分に上がっている
授業」かつ、子どもたちから高く評価された授業である（高橋ら,2010）。
また、「よい体育授業」は端的にいって「学習の勢い」（福ヶ迫ら,2003）が
あり、「学習の雰囲気」（米村ら,2004）がよい。「学習の勢い」とは、「授
業のマネジメント」「学習の規律」といった条件が整っていて、一授業時
間中の学習量や学習密度が高いということであり、「学習の雰囲気」とは、
子どもたちが情意的に開放されていて、仲間との肯定的な人間関係に支え
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られているということである。これらの条件は広い空間で活発な身体活動
を介して、子どもたちの人間的交流の中で展開される体育授業では、教室
で行われる他教科の授業以上に学習成果に影響する。高橋（2011）は、こ
のような「よい体育授業」を展開し、明確な学習内容を示し、それが確実
に指導され、大きな成果をあげることが期待されているが、現場でよく使
用される「わかる」「できる」「かかわる」の内容がばらばらに指導される
ことが危惧されると指摘し、「運動技術（戦術）の学習」を中核にして、こ
の学習をいっそう意味深く効果的に進めるために「知識・思考・判断の学
習」や「協力的・共同的学習」が展開されるべきであると指摘している。
さらに、技を達成すること、記録を達成すること、ゲームで作戦を成功さ
せること、すなわち「できること（achieving）」が子どもたちにとって最
大の学習目標であり、楽しさの経験を生み出す源泉と述べている。これら
のことは、学校体育におけるダンス授業にも同様のことが言えるだろう。
　近年では、中学１、２年においてダンス必修化からダンス授業の関心が
高まり、企業などでも多種多様な取り組みが広まっている。講習会などで
は、ダンス必修化以前とは異なり、男性教員やダンス指導の苦手な教員の
参加が目立つようになったことが伺える（村田,2012）。ただ、ダンスの授
業、特に創作ダンスに関してはどのように指導してよいのかわからないと
困惑している教員が多い現状であることは事実である。松田（2011）によ
ると、小学校教員２万人への調査で「表現運動は苦手な指導領域である」
と女性教員２割、男性教員6割もが回答したという結果がある。それは、
教員自身が学生時代に現行の学習指導要領に記載されているようなダンス
授業を受講してきていなかったことも１つの原因かとも推察されるが、村
田（2012）は「心身の解放」「身体による豊かなコミュニケーション」「い
ま・ここから創り出す問題解決学習（ゴールフリー）」をダンスの学びの内
容とし、これを具現化する最大の課題が教師の指導力であるとし、ダンス
の学習では、他の運動領域のように技術の構造・形ありきではなく、心と
からだを揺さぶり、踊る楽しさや動きの面白さに触れ、いつの間にか楽し
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く「その気になり、本気になっていく」活動のプロセスが大切であると述
べている。加えて、「みんなが違うこと」を認め、多様で面白いことなどこ
れらのダンスの学びの特徴が教師にとって「教えにくい領域」とする理由
になっていると論じている。しかし、教師が特性と関連した「これだけは
教えたい」動きの指導・学習者の力や個性を生かせるような題材や音楽の
選択・単元の学習過程の工夫・多様な活動や場の工夫、これらを常に多種
多様な学習者に見合う内容かどうか見極め軌道修正を図る力を重視するべ
きである。そして、1授業の中でクラス全員が気持ちよく踊れるような雰
囲気を盛り上げていくことが教師の大きな仕事であり、とにかく子どもも
教師も一緒に踊ることで教師の指導力が発揮できる（山﨑,2012）。
　以上のことから本研究では、学習指導要領（2008）に従い、上記のよう
な指導要件を満たした中学校体育授業における選択制のダンス授業を実践
し、それらが子どもたちにとっての最大の学習目標である「できること
（achieving）」が達成されている「よい体育授業」であったことを生徒の授
業評価から検証することとし、それらを具体的に立証するため、教師と生
徒の感想の検討を行った。
２.研究方法
２－1　期日・対象
　2012年11月19日～12月19日にかけて、埼玉県川口市SZ中学校３年１組、
２組において、ダンスと柔道の選択授業でダンスを選択した生徒に10時間
の授業を行った（表１）。授業を担当したのは、高校時代は体操競技部、大
学時代はダンス部、教員になってからはダンスの授業研究を中心に行って
きた教職歴26年の女性教員であった。この教員は、教頭という管理職では
あったが、他の教員が担当するダンスのクラスで授業を実施した。なお、
これらの授業の実施、撮影および分析は、教師ならびに学校側の了承を得
て行われた。
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２－２　単元計画
　単元計画は、図１の通りである。この単元を計画するにあたり、研究対
象の学校の状況に応じて学習指導要領を忠実に再現させることを意図し、
計画を立てた。まず、オリエンテーションでは本単元の計画を伝えるだけ
ではなく、体ほぐしを中心にし、誰でも知っているような音楽を使用し、
心と体の両面がほぐれるような動きを取り入れながら行った。２時間目は
現代的なリズムのダンスのロック、３時間目はサンバ、４時間目はヒップ
ホップ、5時間目と6時間目は創作ダンス、7～9時間目はグループに分
かれてロックかサンバかヒップホップか創作ダンス作品づくり、そして、
10時間目には交流会（発表会）を行った。
　グループ分けに関しては、この単元で学習した（前学年の復習を含）ロッ
ク、サンバ、ヒップホップ、創作ダンスの中から自由に選択させ、グルー
プを組ませた。
表1　本研究の対象者一覧
図1　単元計画(3年1組、2組)
３年１組 ３年２組
男子（人） 0 4
女子（人） 16 16
計（人） 16 20
１ ２ ３ ４ 5 6 7 ８ 9 10
課題 オリエンテーション ロック サンバ ヒップホップ
創作ダンス①
「スポーツ名場面」
創作ダンス②
「もしもの世界」 作品づくり
交流会
「みんなでダン
シング」
ねらい
（○は掲示）
○ダンスの授業の流れ
を知る。
◦仲間と楽しくリズム
にのって踊る。
○心を体をしっかりほ
ぐす。
○ ロ ッ ク の
リ ズ ム に
のって、全身
で ノ リ ノ リ
で踊る。
○ 即 興 的 な
動 き で 踊 り
続ける。
○ サ ン バ の
リズム
（ツッ・トン・
トン）を理解
する。
○ い ろ い ろ
な リ ズ ム で
踊 っ て み よ
う。
○ ヒ ッ プ
ホップのリ
ズムにのっ
て、全身で
踊る。
○「縦ノリ」
ができるよ
うになる。
○一番見せたい場
面 を イ メ ー ジ し、
即興で表現するこ
とができる。
○ は じ め・ な か・
おわりを工夫して
踊ることができる。
○カードに書かれて
いる内容を即興で表
現 す る こ と が で き
る。
○はじめ・なか・お
わりを工夫して踊る
ことができる。
○ 今 ま で の
課 題 を 生 か
し て 作 品 に
ま と め て い
く。
◦それぞれの
リズムにのっ
て、 即 興 で 踊
り続けること
ができる。
内容
○仲間づくりのダンス
　♪犬のおまわりさん
　♪わらべジャズ
○体ほぐし
◦ペアで
背中パタパタ
腕ゆらゆら　など
◦ 教 師 と 一
緒に踊る。
◦ ペ ア で 即
興的に踊る。
◦交流会（見
せ合い）
◦ ツ ッ・ ト
ン・トンを覚
える。
◦ ひ と 流 れ
の 動 き を 踊
る。
◦教師と一
緒に踊る。
◦ペアで教
え合おう。
◦かっこよ
く踊る。
◦オリンピックの
シーンから２種目
選んで
◦リーダーの真似
をする。
◦表現したいとこ
ろを繰り返す。
◦ イ メ ー ジ カ ー ド
「もしもの世界カー
ド」を使う。
◦動きを広げる。
◦同じイメージの人
と一緒に行う。
◦いろいろな世界の
表現を楽しむ。
◦ 学 習 し た
課 題 か ら １
つを選択し、
作 品 を つ く
る。
◦仲間の動き
の良いところ
を見つける。
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２－3　調査方法
　本研究では、このダンスの授業自体に関して生徒が評価するよい体育授
業であるかを調べるため、形成的授業評価（高橋ら,2003）を行った。ま
た、子どもたちの作品作りのグループやクラス内での社会的な意識の変容
をみるため、仲間づくり調査を行った（小松崎ら,2003）。さらに、単元終
了後に授業者である教師と生徒の自由記述感想を収集した。
3.結果と考察
3－1　形成的授業評価の変容
　形成的授業評価（高橋ら,2003）は、「成果」、「意欲・関心」、「学び方」、
「協力」の5つ因子からなる。「成果」次元は、できたり、わかったりした
ときに、子どもは大きな感動を味わうことができる。そのため、この次元
の評価を大きく左右するのは技能的な達成や習熟であることから、技能的
成果をみる項目としている。「意欲・関心」次元は、運動欲求の充足度を評
価するものである。子どもにとってこの体育授業が楽しかったかどうかの
バロメータとなる。「学び方」次元は、学習の自発性や学習の合理性を問
うもので、考えることや工夫することといった学習規律に関する項目であ
る。「協力」次元は、友だちとの人間関係（態度）を評価するものである。
体育授業では人間関係の様態が学習に大きな影響を及ぼすことから、この
次元を独立させて評価することが大切である。形成的授業評価の5段階の
判断基準から、「成果」は2.70以上が「5」、2.45以上が「４」であるため、
３年１組に関して１、２、9時間目が「４」ではあるが、その他の時間は
最高値である「5」であった。３年２組に関して１、２、３、7時間目は
「４」、その他の時間は最高値の「5」であった。以上の結果から、この単
元では生徒たちが技能の習得もできたとおおむね思っていたことが明らか
である。「意欲・関心」は3.00が「5」、2.81以上が「４」という判断基準
である。３年１組は5時間目「5」、それ以外が「４」、３年２組に関して
は、２、5、6、10時間目で「5」、その他の時間は「４」であった。「学
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び方」では2.81以上が「5」、2.57以上が「４」、2.29以上が「３」である。
３年１組の単元はじめのころ「３」があったが、その他はほぼ「４」「5」
の高評価であった。オリエンテーションなど、「学び方」は自分で何かを考
えて行ったり工夫したりする活動がないと評価が低くなると考えられる。
「協力」は、2.85以上が「5」、2.62以上が「４」となる。３年１組では２、
４時間目のみ「４」でその他はすべて「5」であった。３年２組は、１時
間目のオリエンテーションの「４」以外すべて「5」という高評価であっ
た。
　以上の結果から、この単元自体、生徒が評価する体育授業である「よい
体育授業」であったことが示唆される。
図2　3年1組　形成的授業評価の推移
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3－２　仲間づくり調査の変容
　小松崎ら（2003）によれば、この調査で2.50を超えていることが授業成果
の基準とされているため、本研究の本単元において子どもたちが集団的な
活動に対して肯定的な評価をしていたことが明らかであった。３年１組２
組両方のクラスで、単元全体の結果と比較し7時間目はすべての因子にお
いて低めの値を示しているが、これは教師主導の6時間目までと大きく異
なり、作品づくり初日という各グループや個人の主体性が目立つ時間だっ
たための結果と考えられる。生徒は、自分が特にグループに貢献できてい
なかったことや作品が思うように作れなかったことを素直に評価できてい
たのだろう。
図3　3年2組　形成的授業評価の推移
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図4　3年1組　仲間づくり調査の推移
図5　3年2組　仲間づくり調査の推移
大　津　展　子・高　田　晶　子・吉　野　　　聡・内　田　雄　三
186
3－3　教師行動・教師の感想
　表２と３は、教師の感想をまとめたものである。現代的なリズムのダン
ス・創作ダンス双方に関して、生徒が動かずに立ったままの授業になって
しまうのではないかという不安があり、「即興」で踊る指導に苦手意識を
もっていたが、授業者は、表２のような生徒の特性をよく理解し、表３の
ようなことを意識して授業に取り組むこととした。そして、単元を通して
常に授業中は生徒と一緒に動き続けることを一貫して行っていた。また、
生徒と一緒に動き続けることと同時に、表３のような言葉かけを授業中常
に意識し、具体的に発言していた。これらの教師の一貫した指導により、
生徒の形成的授業評価と仲間づくり調査の高評価につながったと推察され
る。特に、形成的授業評価の生徒が達成感を味わえているということにつ
ながる「成果」の因子が高いのは、教師の上記のような一貫した指導の影
響としても過言ではないだろう。
　対象の中学校で授業者は、２年生では現代的なリズムのダンスの授業を
行っているが、「リズムにのる」ことが自然とできるようになるため、それ
が身体にしみこませるという目標をたて、実践している。２年次での授業
の成果が大きいのか現代的なリズムのダンスの中でも特にロックはスムー
ズな授業展開であった。生徒の感想からは、サンバはステップがとても難
しいと感じている生徒が多かった。ヒップホップに関しては近年のメディ
アの影響から人気が高いが、実際のパフォーマンスレベルが低く、ロック
にみえてしまう生徒の動きが多かったようである。創作ダンスは、指導し
たら指導しただけ生徒の学習成果がわかったと述べていた。
　以上のような教師行動・教師の感想から、現代的なリズムのダンスに関
しても創作ダンスに関しても、「これを教える」という明確な目標をもち、
単元後の生徒の姿を具体的にイメージしながらそれらの目標を達成させる
ために一貫した指導を行うことが重要であること、精緻な単元・授業計画
が必要であることが示唆された。
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3－4　生徒の感想
　図6は、生徒の各時間の感想を分類したものである。各時間は図１の単元
計画に対応している。作品作りは計３時間行ったが、今回毎時間ではなく
３時間を一つにまとめた。これは、生徒の感想の文章の中に出現した特徴
的な言葉の出現回数を数えたものである。「創作」「即興」「メリハリ」「リ
ズムにのる」「表現」「イメージ」に関しては、これらの単語の出現回数で
ある。単元はじめのオリエンテーションでは、２年次の学習が生きている
のか、ダンスの授業を否定的にとらえず、肯定的にとらえていることがわ
かる。現代的なリズムのダンスでは、「楽しい」と感じている生徒が多数い
ることを示している。特にヒップホップでは「リズムにのる」というキー
ワードが多く出現したため、生徒たちにとってリズムを特に意識した内容
表2　授業者からみた生徒の身体的特性・心理的特性・作品づくりの際の特性
表3　単元を通して授業者が意識し続けた言葉かけと教材
身体的特性
◦模倣ができないことが多い
◦何かをみながら一緒に動くことが難しい。
◦「みる」ときはみているだけ、「動く」ときは動くだけになってしまう。
◦身体を使って動きを覚えようとしない。
◦言葉で「右・左・前・後」などと指示してもその通り動けない。
心理的特性
◦自分をかっこよくみせたい。
◦他人にみられて何か言われるのではないかと心配する。
◦すぐに「できない」「わからない」とあきらめる。
◦すぐ自己満足してしまう。
◦教員は別世界、仲間に後で教えてもらえばいいと考えている。
作品づくりの
際の特性
◦メディアの真似やウケをとった笑いをねらう風潮にある。
◦イメージがわかない。
言葉かけ
「踊り続ける」「真似上手になろう」「リズムを刻んで」「手拍子は聞こ
えるように」「膝は曲がってる？」「跳ねて」
◦リズムを身体でとっている中で、そこから自然と動きができてくる
　ことを生徒に投げかけ続けた。
教材
◦課題や目標等を見える化するため、掲示をする。
◦視覚に訴えた方がわかりやすいので、言葉だけでなく絵や画像を活
　用した。
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であったようである。創作ダンスに関しては、現代的なリズムのダンスと
同様に「楽しい」と感じる生徒が多数いたが、それと同時に「難しい」と
も感じていた生徒も見受けられた。また、創作ダンスでは友だちと一緒に
行っているという意識が高いことが伺える。作品づくりでは、「がんばれた
/これからもがんばる」という言葉の出現頻度が多かったため、作品づくり
に一生懸命向き合っていたことがわかる。
4　まとめ
　本研究では、中学校学習指導要領（2008）に従い、「よい体育授業」（高
橋ら,2010）のための指導要件を満たした中学校体育授業における選択制
のダンス授業を実践し、それらが子どもたちにとっての最大の学習目標で
ある「できること（achieving）」が達成されている「よい体育授業」であっ
たことを生徒の形成的授業評価（高橋ら,2003）と仲間づくり調査（小松
図６　生徒の感想の分類
単位（回）
オリエ
ンテー
ション
ロック サンバ
ヒップ
ホップ
創作ダ
ンス①
創作ダ
ンス②
作品
づくり
交流会 計
楽しい 7 3 11 6 7 5 0 8 47
楽しさを学んだ 2 0 0 0 0 0 0 0 2
たくさん動いた 2 1 0 1 5 1 3 3 16
がんばれた
これからもがんばる
3 4 2 0 1 2 16 9 37
友だちと協力できた 3 2 3 3 8 8 5 4 36
難しい 1 2 4 0 5 3 0 3 18
恥ずかしい 1 1 1 0 0 0 0 0 3
「創作」 0 0 0 1 0 0 0 0 1
「即興」 0 1 3 0 0 0 1 0 5
「メリハリ」 1 3 0 1 0 0 0 0 5
「リズムにのる」 3 2 1 14 0 0 2 3 25
「表現」 0 2 0 0 1 4 0 0 7
「イメージ」 1 1 1 0 3 4 7 0 17
計 24 22 26 26 30 27 34 30
189
中学校選択制ダンス授業における一考察
崎ら,2003）から検証することとし、それらを具体的に立証するため、教
師と生徒の感想の検討を行った。その結果、生徒の授業評価から「よい体
育授業」であったことが確認でき、「できること（achieving）」も達成され
ていることが明らかになった。しかし、それらを達成するためには、教師
が単元後の生徒の姿を具体的にイメージでき、それらを導くための確固た
る指導力・学習目標を達成するための一貫した授業中の言葉かけ、精緻な
単元計画・授業計画が必須であることが示唆された。
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